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⼀般社団法⼈⽇本保健指導協会

活動概要

団体の基本情報
当協会は、保健指導の質の向上と社会的地位確⽴を図り、ひいては⽣活習慣病の発症・重症化予防、医療費適正化、健康寿命の延伸に
寄与することを⽬的とする。保健指導のアウトカム、アウトプット成果の向上に資する活動を⾏う。具体的には、以下の活動内容とする。
特定保健指導サービスガイドラインの作成／保健指導サービスに関する⼈材の拡⼤と育成／保健指導データの集計・分析、エビデンス構築／
保健指導事業者間の情報共有／関係機関との意⾒交換・情報共有／その他保健指導サービスの品質向上に向けた活動

会員企業数 34団体 Webページ https://www.hokenshidou.or.jp/

概要

ガイドラインの概要

本サービスガイドラインは、厚⽣労働省が定める実施基準に加えて、特定保健指導サービスを提供する事業者が踏まえるべきルール、規範及び
努⼒すべき事項を定めることで、特定保健指導の質の向上に貢献することを⽬的に、下記を中⼼に必要と考えられる事柄を検討し、提⽰するも
のである。
①特定保健指導サービス提供にあたっての基本理念／②事業者が遵守すべき事項と実施体制／③品質を確保するための取組み

ガイドラインURL https://www.hokenshidou.or.jp/guideline

活動実績

ガイドラインに係る今年度の活動実績

消費者の認知や理解を広げる活動
• 各種保険者団体（健康保険組合連合会）等に対するガイドラインの説明

消費者の声を聞き、取組に⽣かす活動
• 各種保険者団体からの意⾒徴収

ガイドラインに賛同する事業者を広げる活動
• 協会HPへの掲載、会員総会・セミナー開催時の説明
• ガイドライン遵守事項適合事業者の公表（協会HPにて公表）

ガイドライン名 特定保健指導サービスガイドライン


